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「
酪
農
現
場
の
〝
カ
イ
ゼ
ン
〞
を
考
え
る
」

　
　
　

酪
農
現
場
で
発
生
す
る
ロ
ス
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て

自
給
飼
料
生
産
利
用
に
お
け
る

　
　
　
　
　

損
失
（
ロ
ス
）
の
低
減

　
　

雪
印
種
苗
㈱
営
業
本
部
主
事　

佐
藤 

尚
親
氏

　２月２日、札幌市で雪印メグミルク株式会社酪農総合研究
所（酪総研）主催によるシンポジウムが開催されました。講
演内容に沿って以下の通り概要を報告致します。
　　　　　　　　　　　　営農部 営農振興課長　笠井 孝志

　

基
礎
飼
料
の
栽
培
・
収
穫
は
組
合
員
の
皆

様
に
と
っ
て
も
経
営
を
左
右
す
る
大
き
な
要

素
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
現
場
で
は
収
穫
作
業
の
ロ
ス
に
加
え
て

調
整
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ス
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
佐
藤
氏
か
ら
は
、

草
地
土
壌
、
植
生
管
理
、
飼
料
用
と
う
も
ろ

こ
し
栽
培
、
サ
イ
レ
ー
ジ
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
整
利

用
、
計
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
か
ら
ロ
ス
の
実
態
、

事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

草
地
土
壌
の
ロ
ス
発
生
要
因
↓
改
善
策

◎
作
土
の
緻
密
度
が
高
い
（
固
い
）

↓
サ
ブ
ソ
イ
ラ
等
の
物
理
性
改
善
・
成
育
環

境
良
化

◎
土
壌
ｐ
Ｈ
が
低
い
こ
と
に
よ
る
収
量
ロ
ス

↓
炭
カ
ル
散
布
で
ｐ
Ｈ
を
上
げ
る
（
6.5
前
後

が
理
想
）

◎
ふ
ん
尿
の
過
剰
散
布
に
よ
る
植
生
悪
化　

↓
土
壌
分
析
と
減
肥
可
能
量
の
把
握
で
費
用

削
減

　

そ
の
他
、
マ
メ
科
牧
草
の
導
入
で
肥
料
費

を
節
減
す
る
こ
と
は
、
濃
厚
飼
料
の
節
減
や

土
壌
の
物
理
性
や
通
気
・
排
水
性
に
も
貢
献

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

草
地
植
生
と
収
穫
・
肥
培
管
理

　

草
地
の
植
生
悪
化
に
よ
っ
て
濃
厚
飼
料
の

購
入
費
で
経
営
的
ロ
ス
が
生
じ
る
こ
と
、
草

種
別
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
は
、
オ
ー

チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス
や
ペ
レ
ニ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ

ス
等
、
生
育
が
早
く
競
合
力
の
強
い
牧
草
の

作
付
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
収
穫
や

肥
培
管
理
、
降
雨
後
に
基
盤
が
柔
ら
か
い
時

の
作
業
機
械
の
乗
り
入
れ
は
植
生
を
早
く
悪

化
さ
せ
る
要
因
と
な
り
ま
す
。
ス
ラ
リ
ー
散

布
も
草
地
更
新
後
、
播
種
か
ら
翌
年
の
１
番

草
刈
取
り
後
は
避
け
、
経
年
草
地
に
お
い
て

も
早
春
は
５
月
中
旬
ま
で
に
散
布
、
再
生
草

に
は
最
終
番
草
を
除
き
刈
取
り
後
10
日
以
内

に
散
布
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
栽
培
の
留
意
点

◎
施
肥
基
準
と
適
正
追
肥
時
期
の
把
握

↓
基
肥
に
窒
素
を
８
〜
10
㎏
／
10
ａ
施
用
し
、

残
り
（
４
〜
６
㎏
／
10
ａ
）
を
４
〜
７
葉
期

ま
で
に
分
施

◎
播
種
・
施
肥
の
コ
ン
ト
ラ
委
託

↓
作
業
の
精
度
を
確
認
し
収
量
ロ
ス
を
防
ぐ

◎
コ
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
る
適
切
な
破

砕
処
理

↓
消
化
率
（
利
用
率
）
の
向
上

　

そ
の
他
、
近
年
の
気
象
状
況
に
伴
う
被
害

や
獣
害
等
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
想
定
し
て

い
ず
れ
の
被
害
も
最
小
限
に
す
る
対
策
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ー
ジ
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
調
整
利
用

◎
ロ
ス
低
減
の
ポ
イ
ン
ト
は
原
料
草
・
牧
草

糖
含
量
、
水
分
含
量
、
乳
酸
菌
数
・
種
類
、

乾
物
密
度
・
踏
圧
、
異
物
混
入
防
止
、
密
封

↓
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
・
ス
タ
ッ
ク
サ
イ
ロ
い

ず
れ
に
お
い
て
も
、
Ｖ
ス
コ
ア
90
以
上
が
理

想
　

自
給
飼
料
生
産
の
ロ
ス
、
生
産
費
用
ロ
ス

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
基
本
技
術
の
励
行
が

最
も
重
要
で
過
去
の
膨
大
な
蓄
積
が
あ
る
も

の
の
、
ロ
ス
を
減
ら
す
観
点
か
ら
は
体
系
的

に
整
理
が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
現
場
で
は
、
経
験
・
知
識
の
豊
富

な
ベ
テ
ラ
ン
生
産
者
や
技
術
者
が
現
役
引
退

し
て
い
く
中
、
新
た
な
世
代
へ
の
技
術
伝
承

が
不
十
分
で
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
委

託
す
る
環
境
に
な
り
、
自
給
飼
料
生
産
調
製

作
業
の
全
て
に
つ
い
て
、
現
場
で
確
認
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
に
、
生
産

者
・
技
術
者
・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
オ
ペ
レ
ー

タ
等
が
共
通
で
認
識
す
る
べ
き
、
自
給
飼
料

生
産
利
用
の
ロ
ス
低

減
の
た
め
の
項
目
・

技
術
内
容
に
関
す
る
、

「
技
術
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
化
」
等
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

特集特集特集特集特集特集 平成28年度平成28年度
酪総研シンポジウム酪総研シンポジウム
平成28年度
酪総研シンポジウム

佐藤　尚親氏



　

北
海
道
で
は
家
畜
共
済
に
加
入
し
て
い
る
乳
用

成
牛
70
万
頭
の
４
分
の
１
に
相
当
す
る
年
間
18
万

頭
が
牛
群
を
去
り
、
18
万
頭
が
補
充
さ
れ
、
乳
牛

飼
養
規
模
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
酪
農
の

生
産
性
向
上
に
は
、
死
廃
事
故
の
低
減
に
よ
る
後

継
牛
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
故
へ
の
対
策
と
し
て

次
の
内
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
死
産
と
母
牛
の
分
娩
事
故
防
止

↓
初
産
牛
に
多
く
体
格
が
小
さ
い
遺
伝
形
質
を
持

つ
精
液
の
利
用
が
有
効
（
黒
毛
和
種
・
性
判
別
精

液
）

◎
出
生
直
後

の
子
牛
事
故

↓
腸
炎
や
肺

炎
の
大
半
は

初
乳
の
接
種

不
足
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
良
質
で
十
分
な
初
乳

給
与
が
必
要

◎
股
関
節
脱
臼
・
関
節
炎

↓
分
娩
房
の
設
置
、
牛
床
構
造
（
牛
床
マ
ッ
ト

等
）
の
改
善
に
よ
る
滑
走
等
の
事
故
防
止
が
有
効

と
考
え
ら
れ
る
。

　

生
乳
の
特
性
や
、
過
去
に
発
生
し
た
乳
製
品
に

よ
る
事
件
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

「
原
料
品
質
に
勝
る
技
術
な
し
」
の
視
点
か
ら
、

ロ
ス
低
減
を
目
指
す
内
容
で
し
た
。
日
本
の
牛
群

検
定
加
入
率
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
92
・
０
％
）
や

オ
ラ
ン
ダ
（
88
・
６
％
）
な
ど
と
比
べ
て
低
い

（
50
・
７
％
・
道
東
あ
さ
ひ
は
２
月
末
で
69
・
６

％
）
こ
と
か
ら
、
加
入
戸
数
の
増
加
と
デ
ー
タ
の

グ
ラ
フ
化
（
見
え
る
化
）
に
よ
る
活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
牛
群
検
定
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス

テ
ム
Ｄ
Ｌ
の
積
極
的
な
活
用
が
呼
び
掛
け
ら
れ
ま

し
た
。
昨
年
の
春
に
、

加
入
さ
れ
て
い
る
組

合
員
の
皆
様
に
ご
案

内
し
た
「
ご
利
用
ガ

イ
ド
」
に
は
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
添
付
し
て

お
り
ま
す
。
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
手
持
ち
の
Ｐ

Ｃ
、
携
帯
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
利
用
の
う

え
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
本
所
生
乳
生
産
課
・

各
支
所
生
産
課
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

意
見
交
換
・
質
疑
応
答

　

各
講
演
者
と
座
長
を
交
え
、
次
の
通
り
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｑ.

サ
イ
レ
ー
ジ
、
バ
ン
カ
ー
、
ス
タ
ッ
ク
の
取

　
　

り
出
し
方
法
の
ポ
イ
ン
ト

Ａ.

基
本
的
な
注
意
事
項
の
励
行
と
空
気
に
触
れ

　
　

る
面
を
減
ら
す
、
間
口
は
北
側
、
ス
タ
ッ
ク

　
　

の
場
合
は
土
間
の
整
備
等
が
必
要
で
す
。

Ｑ.

簡
易
更
新
と
完
全
更
新
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

　
　

リ
ッ
ト

Ａ.

完
全
更
新
の
場
合
、
堆
肥
が
完
全
に
混
和
さ

　
　

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
簡
易
更

　
　

新
を
勧
め
た
い
。（
数
十
年
か
け
て
出
来
た
表

　
　

土
を
大
事
に
す
る
）
心
土
破
砕
も
行
う
。（
草

　
　

地
造
成
か
ら
草
地
改
良
）

Ｑ.

仮
死
状
態
で
生
ま
れ
た
て
き
た
子
牛
に
対
し

　
　

て
の
対
処
方
法
に
つ
い
て

Ａ.

酸
素
吸
入
等
さ
ま
ざ

　
　

ま
な
方
法
が
あ
る
中

　
　

で
、
最
近
導
入
が
進

　
　

ん
で
い
る
カ
ー
フ
ウ

　
　

ォ
ー
マ
ー
等
を
利
用

　
　

し
て
体
を
拭
い
て
乾

　
　

か
す
こ
と
が
有
効
と

　
　

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
　

現
場
の
先
生
に
相
談

　
　

し
て
い
た
だ
け
れ
ば

　
　

と
思
い
ま
す
。

乳
牛
の
共
済
事
故
と
そ
の
対
策

　

北
海
道
農
業
共
済
組
合
連
合
会　

家
畜
部
長　

廣
田 

和
久
氏

生
乳
生
産
の
ロ
ス
低
減

　
　
　

＝
安
全
で
お
い
し
い
牛
乳
・
乳
製
品

　

〜
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
発
揮
を
〜

　
　
　

公
益
社
団
法
人　

北
海
道
酪
農
検
定
検
査
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
務
理
事　

熊
野　

康
隆
氏

3

死廃事故
４万頭

個体販売
１４万頭

販売淘汰
１８万頭

販売淘汰
２５万頭

乳用成牛
７０万頭

産子
３９万頭

補充
１８万頭

後継１４万頭

乳牛生産と乳用成牛の販売淘汰の流れ

死産：３万頭
残りの１万頭は１か月以内に
腸炎や肺炎等で失われている

導　入　４　万　頭

モバイル版への
アクセスはこちら↑
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第８回別海支所冬季スポーツ大会

白
熱
し
た
チ
ー
ム
戦
の
数
々

　

３
月
４
日
、
別
海
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
第
８
回
別
海
支
所
冬
季
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
協
議
会

か
ら
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
12
チ
ー

ム
、
玉
入
れ
８
チ
ー
ム
（
職
員
含
む
）

の
参
加
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

玉
入
れ
競
技
は
、
予
選
２
回
の
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
西
別
第
３
チ
ー
ム
は
、
予
選
の
ベ
ス
ト
タ

イ
ム
が
１
分
55
秒
で
全
体
の
３
位
で
あ
っ
た
も
の
の
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー
と
勝
負

強
さ
を
発
揮
し
、
決
勝
戦
で
は
予
選
２
位
の
中
西
別
第

１
シ
ャ
ブ
シ
ャ
ブ
チ
ー
ム
に
勝
利
し
て
優
勝
し
ま
し

た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
予
選
リ
ー
グ
の
成
績
に

よ
っ
て
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
Ａ
・
Ｂ
の
２
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
競
わ
れ
ま
し
た
。
予
選
を
無
敗
で
、
Ａ
グ
ル

ー
プ
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
臨
ん
だ
別
海
第
７
ヤ
マ

ギ
シ
チ
ー
ム
は
、
安
定
し
た
組
織
力
と
パ
ワ
ー
で
勝
ち

進
み
、
決
勝
戦
で
は
昨
年
覇
者
の
上
風
連
第
２
チ
ー
ム

に
１
セ
ッ
ト
を
許
す
も
の
の
、
な
ん
と
か
押
し
切
っ
て

優
勝
し
ま
し
た
。

第14回理事会報告　平成29年3月24日開催
議案第１号　 　第３四半期末監事監査の処理顛末について
議案第２号　　 規程類の一部改正及び制定について
議案第３号　　 出資の減口について
議案第４号　　 組合員資格の喪失について
議案第５号　　 外部出資の増口について
議案第６号　　 平成29年度コンプライアンス・プログラムの設定について
議案第７号　　 平成29年度経営定期点検実施計画について
議案第８号　　 平成28年度期末特別賞与の支給について
議案第９号　　 根室市及び別海町農業委員の推薦について
議案第10号　　平成29年度余裕金の運営方針の設定について
議案第11号　　平成28年度自己査定結果に伴う貸倒引当金繰入額について
議案第12号　　理事に対する平成29年度貯金担保及び共済担保貸付範囲の設定について
議案第13号　　平成29年度同一人に対する信用供与等の限度額の設定について
議案第14号　　平成29年度貸出金の最高限度利率の設定について
議案第15号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の実施について
議案第16号　　国営環境保全型かんがい排水事業肥培施設の設計について
議案第17号　　草地畜産基盤整備事業（草地整備型）道営草地整備事業の実施について
議案第18号　　公社営畜産担い手総合整備事業（再編整備型）の実施について
議案第19号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借入と貸付について
議案第20号　　一般組合員に対するＪＡ農業経営ステップアップローンの貸付について
議案第21号　　特定組合員に対する第２四半期供給限度額及び貸越極度額の
　　　　　　　 設定について
議案第22号　　農業用施設等の固定資産取得及び処分とリース投資資産取得
　　　　　　　 及び貸付について
議案第23号　　固定資産の処分について
議案第24号　　平成29年度理事との家畜売買取引額（利益相反行為）の設定について
議案第25号　　平成28肥料年度系統肥料奨励対策の変更について
議案第26号　　平成29年度系統資材の奨励対策について

協議事項１　　 剰余金処分方法について
協議事項２　 　第８回通常総会開催日程について
協議事項３　 　根室市入植者選定部会委員の推薦について
協議事項４　　 専門委員会の課題と今後の委員会運営の在り方について（素案）
協議事項５　　 「革新的技術開発・緊急展開事業（経営強化プロジェクト）」の公募について

報告事項１　 　貸借対照表及び損益計算書（２月末）について
報告事項２　 　組合員の動向（２月末）について
報告事項３　 　地区懇談会の意見集約について
報告事項４　 　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会承認案件の処
　　　　　　　 理状況について
報告事項５ 　　融資審査会の結果について
報告事項６　　 特定組合員実績（２月末）について
報告事項７　　ＪＡ道東あさひ草地植生改善助成事業の実施結果について
報告事項８　 　平成28年度飼料生産型酪農経営支援事業の取組実績について
報告事項９　 　平成28年度畜産酪農収益力強化整備事業等特別対策事業（機
　　　　　　　 械導入事業）の第１回要望調査に係る配分予定額について
報告事項10　　平成28年度畜産酪農収益力強化整備事業等特別対策事業（施
　　　　　　　 設整備事業）に係る配分額について
報告事項11　　固定資産の取得について
報告事項12　　販売事業実績（２月末）について
報告事項13　　平成29年度前期種雄牛の選定について
報告事項14　　畜産・酪農生産力強化緊急対策事業（ＡＩ・ＥＴ事業）実績報告について
報告事項15　　乳用後継牛確保対策事業（性判別精液：Ｘ精子活用推進）実
　　　　　　　 績報告について
報告事項16　　ミルクローリー車導入に係る随意契約交渉結果について
報告事項17　　購買事業実績（２月末）について
報告事項18　　行事予定について

ソフトバレーＡグループ優勝
別海第７ヤマギシチーム

職員も玉入れのチームと
助っ人で参戦！

ソフトバレーＢグループ優勝
中西別第１スキヤキチーム

↑初参加で一生懸命
玉を投げる営農部の
ホープ 佐藤僚介くん

昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
を
代
表
し
て

選
手
宣
誓
を
す
る
浮
田 

充
さ
ん
→
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早めに放牧を開始しよう！
　

舎
飼
期
か
ら
放
牧
期
へ
の
移
行

は
、
早
め
の
準
備
で
ス
ム
ー
ズ
に

行
い
た
い
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と

早
め
の
放
牧
開
始
が
乳
牛
管
理
と

放
牧
地
の
管
理
に
と
っ
て
重
要
で

す
。

１
．
早
期
の
放
牧
で
「
な
ら
し
放

牧
」
と
「
放
牧
草
の
伸
び
す
ぎ
」

防
止
を
実
施
し
よ
う
！

　

な
ら
し
放
牧
は
、
乳
牛
を
外
気

温
に
馴
ら
す
た
め
と
、
第
一
胃
内

の
微
生
物
を
サ
イ
レ
ー
ジ
な
ど
の

貯
蔵
飼
料
か
ら
放
牧
草
に
対
応
さ

せ
る
た
め
に
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
短
時
間
に
制
限
し
た
放
牧
を

行
い
ま
す
。

　

な
ら
し
期
間
は
、
初
産
牛
な
ど

の
放
牧
未
経
験
牛
で
２
週
間
〜
１

ヵ
月
程
度
、
経
験
牛
で
は
10
日
間

程
度
必
要
で
す
。

　

短
い
草
丈
で
の
な
ら
し
放
牧
の

開
始
は
、
放
牧
草
の
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
抑
制
し
、
採
食
さ

れ
ず
に
伸
び
て
し
ま
う
不
食
過
繁

草
を
増
や
さ
ず
、
放
牧
草
の
有
効

活
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

舐
め
る
程
度
の
草
高
10
㎝
程
度

か
ら
放
牧
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
伸

び
す
ぎ
な
い
管
理
が
出
来
ま
す
（
図

１
）。

　　

管
内
で
は
、
例
年
よ
り
10
日
早

い
5
月
上
旬
か
ら
放
牧
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、
放
牧
地
が
有
効
に
活

用
さ
れ
、
放
牧
期
間
の
乳
量
が
例

年
よ
り
高
く
維
持
さ
れ
て
い
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

　

な
ら
し
放
牧
期
間
は
、
放
牧
草

だ
け
で
は
充
分
な
摂
取
量
と
は
な

ら
な
い
の
で
、
牛
舎
内
や
パ
ド
ッ

ク
等
で
粗
飼
料
を
充
分
給
与
し
て
、

乾
物
摂
取
量
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
採
食
量
の
向
上
に
は
飲
水

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
充
分
に
水
を

飲
め
る
準
備
も
必
要
で
す
。 

２
．
放
牧
地
の
施
肥
も
検
討
し
よ
う
！

　

放
牧
開
始
が
早
か
っ
た
り
、
転

牧
回
数
の
多
く
な
る
牧
区
は
、
早

春
の
肥
料
散
布
で
し
っ
か
り
草
量

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
放
牧
開
始
の
遅
く
な

る
牧
区
は
、
春
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
不
食
過
繁
草

が
多
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
草
量
を
見
な
が
ら
転
牧
し

て
い
る
合
間
を
縫
っ
て
施
肥
を
行

う
こ
と
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い

（
表
１
）。
施
肥
後
の
休
牧
期
間
は

２
週
間
程
度
必
要
で
す
。

早春の「ならし」が重要

ならし放牧中は、牛舎やパドックで粗飼料を
充分に給与する必要があります。

図１放牧開始時の異なる牧区の各放牧前後のイネ科草高の季節推移
「西道ら（2002）日本草地学会誌48巻別号より改変」

表1　放牧地の施肥時期と施肥回数

注）均等分施を基本とし、1回当たりの窒素施肥量3㎏／10a程度を上限として
施肥回数を決める。　　　　　　　　　　　　　　（北海道施肥ガイド2015）

施肥
回数

5月
上旬

1

2
○

○

○

○

○

○

スプリングフラッシュ終了後

放牧開始時期の早い牧区

放牧開始の遅い牧区

放牧開始が早く転牧の多い牧区

○

○3

6月
下旬

7月
下旬

8月
下旬 備　　　　考
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「マップで確認、飼料用とうもろこしの最適品種選び」
根釧農業試験場 飼料環境グループ 牧野　司

　飼料用とうもろこしの生産性を高め安定生産するためには、地域の気象条件に適した品種を
選択して作付けすることが重要です。今回それぞれの品種が安定生産できる地域を調べること
ができる地図（「安定栽培マップ」）を作成しました。また、これまで品種選定時の参考にしてき
た早晩性の指標であるRMは、種苗会社ごとに独自の算出方法を採用していたため種苗会社が
異なると単純に比較できないという状況にありましたが、種苗会社を選ばず共通の指標で比較
することが可能な北海道統一のRM算出方法を開発しました。
　4月号では「安定栽培マップ」について、5月号では「北海道統一のRM」と「安定栽培マップ閲覧
システム」について紹介します。

「安定栽培マップ」を作るために、気温データから飼料
用とうもろこしの生育（絹糸抽出期や雌穂の登熟程度）
を予測する式（生育モデル）を作成しました。
　生育モデルによって絹糸抽出期を予測し、それ以降の
有効積算気温を用いることで、雌穂乾物率は精度良く予
測できることが明らかになりました（図1）。

　作成した生育モデルと過去20年間（1996～2015年）毎日の気温データから、収穫適期に達
する確率を計算し、結果を地図上に色分けしました（「確率マップ」）。また、同様にして80％
確率で収穫適期に達する暦日を計算し、結果を地図上に色分けしました（「暦日マップ」）。「確率
マップ」（図2）を見ることで、どの地域でどれくらいの確率で収穫適期に達するのか、「暦日マ
ップ」（図3）を見ることで、どの地域でいつ頃収穫適期に達するのかを把握することができます。

１．とうもろこし生育モデルの作成

２．安定栽培マップの作成

図2 収穫適期に達する確率マップ
（品種「クウイス」、5月10日播種・9月30日収穫、
ホールクロップ利用を想定し収穫適期は総体乾物
率30％とした。）

図3 80％確率で収穫適期に達する暦日マップ
（品種「クウイス」、5月10日播種、ホールクロップ
利用を想定し収穫適期は総体乾物率30％とした。）

図1 雌穂乾物率予測値と雌穂乾物率実測値との関係
（品種「チベリウス」の例）

※マップの作成にはメッシュ農業気象データ（農研機構・中央農研センター）を利用した。



【酪農経営科】農業クラブＯＢ会入会式
　２月２８日（火）、卒
業式に先立ち、同窓会、
農業クラブＯＢ会入会式
が本校体育館で行われ、
今年度の卒業生１７名が
新たに同窓会、ＯＢ会に
加わりました。入会式で
は、小椋事務局長より
「OB会入会に対するお祝いと別海高校酪農経営科に
対する応援団として少しでも協力してください。」と
激励の言葉をいただきました。新入会員を代表して堀
　有樹君が「これまで農業クラブ行事で支えてもらい
感謝しています。これからは卒業する酪農経営科の行
事に少しでも力になれるよう頑張ります。」と決意を
表明しました。卒業式も３月１日に無事挙行され、全
日制課程８期生も無事に社会に巣立っていきました。
在学生共々、今後も地域のみなさまのご指導をよろし
くお願いしたいと思います。なお、今年度の卒業式に
おける表彰者は次のとおりです。
専門高等学校等御下賜金記念優良卒業生
日本学校農業クラブ連盟都道府県連盟会長表彰
　　　  堀　　有樹
全国農業高等学校長協会賞
　　　  渡部　優歌
財団法人栗林育英学術財団研練褒賞
　　　  矢内　佑輔
日本学校農業クラブ北海道連盟農業クラブ員表彰
　　　  永江　研児
日本情報処理検定協会検定委員長賞
　　　  内山　彩香

【酪農経営科】専門分会の活動が始まります！
　酪農経営科では、２年生から授業の一環として班別
の研究活動に取り組んでいます。平成２９年度からは、
次の研究領域で学習活動を展開します。
○飼料作物研究班（主に牧草など飼料作物の栽培の研
　究を行います）
○資源循環研究班（主に家畜糞尿やバイオマス消化液
　などの利活用の研究を行います）
○乳製品加工研究班（主に乳製品の加工や商品の開発
　などの研究を行います）
○畑作園芸研究班（バイオマス資源の活用、栽培技術
　の確立と地域交流を研究します）
　これらの研究班は地域酪農や産業の課題に取り組ん
でいく予定です。今後研究活動の計画を立案し具体的
なテーマを決定していきます。地域の皆様からもご指
導やご助言をいただく事になると思います。どうぞよ
ろしくお願いします。

【経営面接指導】
　２月２２日（水）２年
目学生対象に経営面接指
導が実施されました。自
家の１年間の酪農経営
（組合員勘定取引や資産
台帳の変化・追加など）
を経営管理ソフトを用いて月毎に入力し、損益計算書、
期末貸借対照表と乳検データを元に、総合的な分析を
行います。分析データを基に自家経営についてご指導
ご助言をいただき、今後の経営に活かすことを目的と
しています。根釧農業試験場技術普及室、農業改良普
及センターや学生の所属農協より講師をお招きし、今
後の経営についてアドバイスをいただきました。学生
にとっては、日々の悩みや将来のビジョンも含めた面
接指導となり、「普段なかなか聞くことのできない内
容について、たくさんのアドバイスをいただき、今後
の経営改善の一助としたい」などの感想があがってい
ました。

【修了証書授与式挙行】
　３月１日（水）に本
校において第４４回農
業特別専攻科修了証書
授与式が挙行されまし
た。各地区から日々登
校してきた修了生６名
が、在校生・教職員・
来賓の皆様に見送られ
２年間の課程を修了しました。修了を迎えることがで
きたのも地域の皆様、関係機関のご理解とご協力が
あっての修了だと感じております。この場をお借りし
て感謝申し上げます。別海町中西別の修了生代表　林
健永さんは「大切な仲間と出会うことができ、生涯を
通して切磋琢磨しながら、これからは前に進んでいき
たい。」と堂々と答辞を述べました。

【基礎研究発表会実施】
　３月１５日（水）に
基礎研究活動発表会が
実施されました。４名
の１年目学生が１年間
の自家経営について乳
量乳質、繁殖成績、土
壌分析の結果などを発
表しました。学生代表
の芳賀亮介さんは、「自家経営のことについて見つめ
る機会がなかなかなく、今回のまとめを活かして、今
後の経営をよりよくしていきたい」と学生を代表して
挨拶を述べました。今後も継続して自家の課題解決学
習に取り組み、経営者・酪農従事者としてのスキル
アップにつなげてほしいと思います。

OB会入会式の模様

経営面接指導の様子

第４４回修了証書授与式

基礎研究発表会

7
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営
農
・
販
売
の
強
化
を
目
指
し
て
、

営
農
関
連
部
門
の
機
構
改
革
を
行
っ

て
か
ら
１
年
半
。
ま
だ
十
分
な
成
果

は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
色
々
な
意
見

を
聞
き
、
組
合
員
と
と
も
に
発
展
す

る
農
協
と
な
る
た
め
、
頑
張
る
所
存

で
す
。

　

農
業
所
得
20
％
増
大
に
向
け
て
、

営
農
指
導
の
関
係
で
は
、
出
向
く
営

農
と
い
う
形
の
中
で
、
32
名
の
職
員

を
専
属
相
談
員
と
し
て
地
域
ご
と
に

配
置
し
ま
し
た
。
や
は
り
現
場
に
し

っ
か
り
出
向
か
な
け
れ
ば
、
農
家
の

人
た
ち
に
指
導
す
る
よ
う
な
形
に
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

米
、
麦
、
玉
ね
ぎ
に
つ
い
て
各
組

合
員
の
過
去
３
年
の
平
均
収
量
を
も

と
に
、
個
別
に
指
導
し
な
が
ら
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
麦
に
つ
い
て
は
、
過
去
の

収
量
が
420
㎏
に
達
し
て
い
な
い
組
合

員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
全
体
の
農
業
所
得
を
上
げ
て
い

く
。
そ
う
し
た
対
策
を
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
践
２
年
目
に
あ
た
り
、
職
員
に

は
個
々
に
目
標
を
持
た
せ
て
取
り
組

ま
せ
て
い
ま
す
が
、
麦
の
今
年
の
数

字
を
見
ま
す
と
、
約
40
㎏
、
個
人
で

収
量
が
上
が
っ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
に
し
っ
か
り
取
り

組
み
な
が
ら
、
組
合
員
の
要
望
に
応

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
育
成
面
で
は
、
新
し
く
配

置
し
た
経
験
の
浅
い
相
談
員
を
技
術

力
を
持
っ
た
職
員
と
ペ
ア
で
動
か
す

中
で
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
組
合
員
の
部
会
に

ど
う
関
与
し
て
い
く
か
。
当
Ｊ
Ａ
で

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
の
普
及
を
進
め
て
お

り
、
100
戸
以
上
の
組
合
員
が
組
織
を

作
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
職
員
を
上
手
く
貼
り
付

け
て
、
組
合
員
と
職
員
双
方
で
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　

農
協
に
必
ず
し
も
全
て
を
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
生
産
者
組
織
と
と
も

に
技
術
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
、
そ

う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
販
売
の
中
心
は
米
で
す

が
、
年
々
集
荷
率
が
下
が
っ
て
い
ま

す
。

　

ホ
ク
レ
ン
を
含
め
て
、
単
協
も
し

っ
か
り
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

集
荷
率
が
よ
り
下
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

米
は
、
２
年
共
計
で
精
算
さ
れ
ま

す
。
最
終
的
に
は
、
ホ
ク
レ
ン
の
共

計
価
格
と
業
者
の
価
格
は
、
大
き
な

差
が
な
い
と
考
え
ま
す
が
、
組
合
員

の
年
内
精
算
を
求
め
る
声
に
対
応
で

き
な
い
こ

と
が
、
集

荷
の
大
き

な
問
題
点

で
あ
る
と

考
え
て
い

ま
す
。

　

組
合
員

の
要
望
に

応
え
な
が

ら
、
業
者
の
や
る
こ
と
は
農
協
も
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し
た

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

野
菜
は
、
あ
る
程
度
相
対
の
中
で

価
格
を
決
め
て
取
引
し
て
い
ま
す
。

青
果
物
の
安
定
取
引
に
向
け
て
は
、

玉
ね
ぎ
を
は
じ
め
、
予
約
相
対
取
引

の
枠
を
拡
大
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

玉
ね
ぎ
、
白
菜
な
ど
、
道
外
発
送

が
非
常
に
多
い
で
す
が
、
や
は
り
地

元
企
業
と
の
結
び
付
き
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
営
農
関
連
部
門
の
機

構
改
革
と
併
せ
て
、
６
か
所
あ
っ
た

生
産
資
材
店
舗
を
、
資
材
セ
ン
タ
ー

化
で
１
か
所
に
ま
と
め
た
こ
と
で
、

組
合
員
か
ら
の
批
判
も
大
き
く
あ
り

ま
し
た
。

　

た
だ
、
組
合
員
や
青
年
部
な
ど
若

い
人
た
ち
に
は
、
将
来
、
自
分
た
ち

の
た
め
に
な
る
な
ら
、
あ
る
い
は
価

格
に
還
元
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
も
１

つ
の
方
法
と
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ス
ト
を
削
減
し
た
分
に
つ
い
て

は
組
合
員
に
し
っ
か
り
戻
し
て
い
き

た
い
。
そ
う
し
た
こ
と
が
役
員
の
英

断
で
は
と
考
え
ま
す
。

　

若
い
人
た
ち
が
、
ど
う
い
う
意
見

の
中
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
か
を
、
常

に
農
協
運
営
で
は
大
事
に
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
意
見
を
将
来
に
つ
な

げ
て
い
く
役
割
が
我
々
に
は
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

営
農
指
導
で
所
得
増
大

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
販
売

最
後
に
一
言

連
載
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業
所
得
20
％
増
大
に
向
け
て
」

　

Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ　

代
表
理
事
組
合
長　

村
木　

秀
雄　

氏

　

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業

所
得
20
％
増
大
に
向
け
て
」
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ

ん
か
ら
頂
い
た
ご
提
言
を
シ
リ
ー

ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

第
３
回
は
、
村
木
秀
雄
氏
の
提

言
を
紹
介
し
ま
す
。
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３
月
に
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空

間
で
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
選
者
の
発
表
や

冬
季
ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
カ
ー
リ
ン
グ

日
本
代
表
『
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
』
の
本
橋
選
手
・

吉
田
（
知
那
美
）
選
手
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
サ
イ
ン

色
紙
等
が
当
た
る
ク
イ
ズ
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
来
場
者

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

ポ
ス
タ
ー
の
写
真
を
投
稿
し

て
も
ら
う
等
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

の
Ｐ
Ｒ
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
新
た
な
販
路
開
拓

に
向
け
国
内
の
食
品
に
携
わ
る
バ
イ

ヤ
ー
を
対
象
に
し
た
「
第
11
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国

産
農
畜
産
物
商
談
会
」
（
３
月
７
、
８
日
開
催
、

Ｊ
Ａ
全
農
な
ど
主
催
）
に
出
展
し
ま
し
た
。
て
ん

さ
い
糖
や
乳
製
品
、
北
海
道
米
、
小
袋
豆
な
ど
を

幅
広
く
紹
介
し
た
ほ
か
、

新
た
に
商
品
化
し
た

「
ゆ
め
ぴ
り
か
の
乾
燥

玄
米
入
り
グ
ラ
ノ
ー

ラ
」
な
ど
を
試
食
提
供

し
、
北
海
道
の
安
全
で

安
心
な
農
畜
産
物
や
加

工
食
品
の
魅
力
を
伝
え

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
国
立
が
ん
研
究

セ
ン
タ
ー
と
「
が
ん
」
に
関
す
る
情

報
提
供
に
つ
い
て
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

世
界
各
国
で
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
た
「
世
界
が

ん
デ
ー
（
２
月
４
日
）」
に
合
わ
せ
、
チ
ラ
シ
や

告
知
資
材
を
作
成
し
、
組
合
員
や
地
域
の
皆
さ
ま

に
「
が
ん
」
の
正
し
い
知
識
な
ど
情
報
提
供
す
る

と
共
に
、「
が
ん
共
済
」「
医
療
共
済
」
の
推
進
活

動
に
も
活
用
し

ま
す
。

※

こ
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

【
旭
川
厚
生
病
院
で
「
土
曜
ド
ッ

ク
」
を
！
】

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と
し

て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、
検
査

結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届
け
し
ま

す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査
も
可
能
で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

完
全
予
約
制

（
℡
０
１
６
６－

３
３－

７
１
７
１
）

（
内
）
２
１
４
６
・
２
１
９
８

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

札
幌
市
内
で
、
高
校
卒
業
を
控
え

た
児
童
養
護
施
設
の
生
徒
向
け
に
、

調
理
実
習
体
験
「
お
と
な
の
食
育
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
「
興
正
こ
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
」
共
催
の
こ
の
取
組
み
は
、
高
校

卒
業
後
、
施
設
か
ら
巣
立
つ
生
徒
に
規
則
正
し
く

健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
消
費
者
協
会
「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
」
吉
田

講
師
か
ら
の「
食
」や「
栄

養
」に
関
す
る
座
学
、
乳

製
品
を
使
っ
た
調
理
実
習

体
験
に
参
加
し
た
生
徒
は

「
自
分
で
作
る
と
美
味
し

い
、
今
後
も
し
っ
か
り
自

炊
し
た
い
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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地
域
農
研
だ
よ
り〔地域農研のホームページにアクセスすれば各種情報が閲覧できます〕

１．アドレス　　　　　http://www.chiikinouken.or.jp
２．書誌データベース　http://www.chiikinouken.or.jp/zousyosearch/
３．閲覧可能書誌　　　機関誌「地域と農業」、地域農業研究年報
　　　　　　　　　　　研究叢書、学術叢書、研究報告書

は
じ
め
ま
し
て「
地
域
農
研
」で
す

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
（
以
下
、

地
域
農
研
）
で
す
。
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の
ご
理

解
・
ご
協
力
に
よ
り
、
地
域
農
研
の
動
向
を
お
伝
え

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。「
地
域
農
研
、
あ
ん
ま
り
聞

か
な
い
な
あ
ー
」
と
か
「
ど
こ
か
で
聞
い
た
気
は
す

る
が
？
」
と
思
わ
れ
る
方
が
、
も

し
か
し
て
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
地
域
農
研
は
平
成
２
年
12
月
、

道
内
の
産
（
Ｊ
Ａ
や
農
業
関
連
者

な
ど
）・
学
（
大
学
や
試
験
研
究
機

関
）・
官
（
道
庁
や
市
町
村
）
の
有

志
が
集
い
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成

２
年
と
言
え
ば
、「
外
」
に
貿
易
自

由
化
を
謳
う
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア

イ
ラ
ウ
ン
ド
が
佳
境
を
迎
え

「
内
」
に
暫
く
続
い
た
「
バ
ブ
ル

景
気
・
経
済
」
が
い
よ
い
よ
終
点

を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
す
。

　

耕
地
面
積
で
全
国
の
４
分
の
１

を
擁
し
、「
食
料
基
地
」「
大
規
模

専
業
的
農
業
地
帯
」
な
ど
を
自
負

し
て
い
た
北
海
道
農
業
に
も
そ
の

暗
雲
が
立
ち
こ
め
て
く
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
時

こ
そ
、
綿
密
か
つ
丁
寧
な
実
態
調

査
に
基
づ
き
、
地
域
農
業
の
方
向

性
を
見
定
め
る
の
は
欠
か
せ
な
い

と
の
思
い
が
高
ま
り
、
地
域
農
研

の
誕
生
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

以
来
、
地
域
農
研
で
は
、
地
域

振
興
計
画
策
定
を
目
指
す
Ｊ
Ａ
や
市
町
村
と
の
「
共

同
研
究
」
を
大
き
な
柱
に
、
北
海
道
や
北
海
道
開
発

局
な
ど
関
係
機
関
か
ら
の
「
委
託
研
究
」
や
会
員
が

関
心
を
寄
せ
る
農
地
や
高
齢
化
、
Ｊ
Ａ
な
ど
に
関
す

る
「
自
主
研
究
」
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
調
査
研
究
活

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
「
共
同
研
究
」「
委

託
研
究
」「
自
主
研
究
」
は
大
き
な
柱
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
諸
成
果
等
を
「
報
告
書
」
や
会
報
「
地
域

と
農
業
」
で
随
時
報
告
し
、
ま
た
関
連
し
た
講
演

会
・
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
普
及
を
図
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　

当
面
、
隔
月
で
情
報
提
供
す
る
予
定
で
す
が
、
次

回
以
降
、
こ
の
間
、
特
に
こ
こ
数
年
で
取
り
組
ん
だ

諸
研
究
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
報
告
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
が
、「
あ
ー
、
地
域
農
研

は
こ
ん
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
」
と
か

「
も
っ
と
こ
ん
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
ら
良

い
の
に
ー
」
な
ど
の
「
発
見
の
場
」
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。自

己
紹
介
ー
新
任
専
任
研
究
員

　

本
年
２
月
１
日
に
着
任
し
た
井
上
淳
生
と
申

し
ま
す
。
私
は
も
と
も
と
農
業
経
済
学
を
学
ん

で
き
た
の
で
す
が
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
社
交
ダ

ン
ス
を
対
象
に
文
化
人
類
学
と
い
う
分
野
で
博

士
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
ご
縁
が

あ
っ
て
再
び
農
業
の
分
野
で
働
か
せ
て
頂
く
機

会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

社
交
ダ
ン
ス
は
、
相
手
が
い
な
く
て
は
成
立

し
ま
せ
ん
。
相
手
の
関
わ
り
合
い
の
も
と
に
成

立
す
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。
農
業
も
同
じ
で
、

「
生
産
者
」
や
「
消
費
者
」
と
い
っ
た
、
既
存

の
区
分
に
ま
と
め
き
れ
な
い
よ
う
な
、
多
様
な

立
場
の
人
々
の
関
係
の
う
え
に
農
業
が
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
地
域

農
業
研
究
所
員
と
し
て
、
こ
う
し
た
農
業
の
実

現
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

営
農
部　

部
長
（
営
農
部　

次
長
）　
　

齋
藤　

哲
範

営
農
部　

次
長　

兼
同
部 

経
営
対
策
課　

課
長
事
務
取
扱

（
営
農
部　

経
営
対
策
課　

課
長
）　
　

花
輪　

政
雄

監
査
室　

室
長

（
西
春
別
支
所　

支
所
長
）　
　
　
　
　

株
田　

和
洋

西
春
別
支
所　

支
所
長

（
生
産
部　

次
長
）　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

賢
二

上
春
別
支
所　

金
融
共
済
課　

課
長

（
上
春
別
支
所　

購
買
課　

課
長
）　
　

田
村　
　

亨

営
農
部
付
け　

営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
室　

室
長

（
営
農
部
付
け 

営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
対
策
事
務
局 

事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
目　
　

靖

生
産
部　

家
畜
改
良
課　

課
長

（
生
産
部　

家
畜
改
良
課　

係
長
）　
　

上
田　
　

隆

上
春
別
支
所　

購
買
課　

課
長

（
上
春
別
支
所　

金
融
共
済
課　

課
長
）
佐
藤　

弘
行

購
買
部 

資
材
燃
料
課 

別
海
給
油
所 

所
長
事
務
取
扱
を
解
く

購
買
部 

資
材
燃
料
課 

課
長 

兼 

同
課 

係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　
　

丞

生
産
部　

生
乳
生
産
課　

係
長

（
西
春
別
支
所　

生
産
課　

生
乳
検
査
係　

課
長
代
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

哲
夫

根
室
支
所　

購
買
課　

係
長

（
根
室
支
所 

金
融
共
済
課 

統
括
係
長
） 

吉
田　

繁
樹

金
融
共
済
部　

金
融
課　

課
長

（
金
融
共
済
部 

金
融
課 

融
資
係 

係
長
）
坂
田　

昭
博

生
産
部　

家
畜
改
良
課　

係
長

（
生
産
部 

家
畜
改
良
課 

統
括
係
長
）　

 

高
田　

裕
幸

営
農
部　

経
営
対
策
課　

統
括
係
長

（
根
室
支
所 

購
買
課 

厚
床
事
業
所 

所
長
）
新
濱　

正
博

購
買
部　

資
材
燃
料
課　

別
海
整
備
工
場

（
購
買
部 

資
材
燃
料
課 

別
海
給
油
所
） 

横
山　
　

実

根
室
支
所 

購
買
課 

厚
床
事
業
所 

所
長

（
根
室
支
所 

購
買
課 

購
買
係 

係
長
）　

石
黒　

浩
明

購
買
部　

資
材
燃
料
課　

別
海
給
油
所　

所
長

（
生
産
部　

販
売
課　

係
長
）　
　
　
　

高
橋　
　

敦

職
員
の
動
き　

４
月
１
日
付

（　

）内
は
異
動
前
の
部
署
等
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 2月15日から3月4日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合　田村知正審査員、稲山智
明審査員を迎え、平成28年度後期（B日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
 牛群審査については、西春別支所・日向和哉氏所有サンワード　VM　オーシヤン　クリス号、サンワ
ード　MF　オリーブ　メープル号、根室支所・㈲武隈牧場所有エクセルランド　ウオーカー　ジエイ
ズ号、上春別支所・佐藤正一氏所有マラソン　アフター　サニー　レビニユー号がEX90点を獲得しま
した。おめでとうございます。
　尚、後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできない
種雄牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定精
液の利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。
　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

後期B日程体型調査・牛群審査終わる!!後期B日程体型調査・牛群審査終わる!!

決定得点87点以上牛一覧

西
春
別
支
所　

生
産
課　

生
乳
検
査
係　

係
長

（
生
産
部　

生
乳
生
産
課　

係
長
）　
　

松
岡　

哲
哉

営
農
部
付
け　

営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
室　

係
長

（
営
農
部　

経
営
対
策
課　

係
長
）　
　

川
村　

憲
正

営
農
部　

経
営
対
策
課　

係
長　
　
　
　

藤
本　

大
輔

金
融
共
済
部　

金
融
課　

融
資
係　

係
長　

齋
藤　

勇
吾

西
春
別
支
所　

購
買
課　

購
買
係

（
購
買
部　

資
材
燃
料
課　

西
春
別
給
油
所
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
坂　

修
二

上
春
別
支
所　

金
融
共
済
課　

金
融
共
済
係

（
金
融
共
済
部　

共
済
課
）　
　
　
　
　

小
林　

康
太

金
融
共
済
部　

共
済
課

（
上
春
別
支
所　

金
融
共
済
課　

金
融
共
済
係
）
佐
藤　

広
太

営
農
部
付
け　

営
農
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
室

（
管
理
部　

人
事
課
）　
　
　
　
　
　
　

蠟
山　

真
衣

金
融
共
済
部　

金
融
課　

融
資
係

（
金
融
共
済
部　

金
融
課　

貯
金
係
）　

長
瀬　
　

咲

上
春
別
支
所　

生
産
課　

乳
牛
改
良
係

（
生
産
部　

家
畜
改
良
課
）　
　
　
　
　

性
全　

祐
美

西
春
別
支
所　

金
融
共
済
課　

金
融
係

（
上
春
別
支
所 

金
融
共
済
課 

金
融
共
済
係
）
矢
部　

宏
希

西
春
別
支
所　

生
産
課　

畜
産
販
売
係

（
西
春
別
支
所　

金
融
共
済
課　

金
融
係
）
山
田　

航
平

購
買
部 

資
材
燃
料
課 

西
春
別
給
油
所 

準
職
員

（
購
買
部 

資
材
燃
料
課 

別
海
整
備
工
場 

準
職
員
）　

       

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
内　
　

香

◎
採
用

購
買
部 

資
材
燃
料
課 

別
海
整
備
工
場 

準
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
野
下
佑
弥

◎
正
職
員
登
用

生
産
部 

販
売
課 

哺
育
育
成
預
託
セ
ン
タ
ー 

場
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石　

洋
一

購
買
部 

資
材
燃
料
課 

別
海
整
備
工
場 　

池
田　

和
紀

営
農
部 

営
農
振
興
課 

組
織
環
境
整
備
係　

横
田　
　

卓

上
春
別
支
所 

生
産
課 

畜
産
販
売
係 

兼 

上
春
別
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
原　

和
弥

営
農
部 

営
農
振
興
課 

営
農
支
援
対
策
係　

下
元
明
日
香

◎
準
職
員
登
用

根
室
支
所　

生
産
課　

畜
産
販
売
係　
　

岸
本　

千
裕

根
室
支
所　

購
買
課　

購
買
係　
　
　
　

小
網　

美
帆

マラソン　アフター　サニー　レビニユー
サンワード　MF　オリーブ　メープル
サンワード　VM　オーシヤン　クリス
エクセルランド　ウオーカー　ジエイズ
ローテツト　ドミトリー　ルビー
テキサス　ブライリー　ジエスロ
ビツグゲート　マグネテイズム　ビーチ
グローリーランド　ドミニウツド　リンカーン
スピリツト　マツクス　シヨツト
グローリーランド　デビー　ゴールド　シド
ダイアリー　バーク　ウエデイング　ブーケ
グローリーランド　リユゴールド　エリシア　ET
イーストスター　ザジエマ　ゴールド　バクスター
カサハランド　ラステイ　ボルトン　ストーリー
テインカーベル　GW　スプーキー　ET
グリーンリバー　プレシヤス　CCM　メモリー
グリーンリバー　ルドルフ　バニー　ジエスロ
パブスト　スタンリーカツプ　マーク
イーストスター　スプラツシユ　ロイレーン　ダンデイ
インカ　バリアント　アフターシヨツク
ホープ　ジエスロ　オムラ
アローメープル　ミツクス　アドミラル　レイジー
スピリツト　ジエラード　ジヨーダン
エナー　フアイナル　モンブラン
イーストスター　バクスター　ロイ
エナー　エルヒーローズ　CCM
ビツグゲート　メイ　ブラツクス　アンナリサ
フアインクエスト　バーク　メモリー　アレキサンダー

94H14105
1H8778
94H13666
11H8421
29H13387
200H3218
29H13325
7H10506
7H9222
200H2137
11H8195
200H3205
11H8195
29H11111
200H3205
JP3H53584
JP3H03479
200H3603
94H10276
94H14105
55612
7H9222
200H5575
JP4H53351
11H8195
JP3H53584
JP5H52850
7H8221

06－06
06－07
06－08
07－03
05－03
05－06
05－09
04－06
04－08
04－10
05－01
05－02
05－02
05－06
05－08
05－10
09－07
04－02
04－03
04－04
04－04
04－05
04－07
04－09
05－02
05－03
05－04
07－00

佐藤　正一氏
日向　和哉氏
日向　和哉氏
㈲武隈牧場
石橋　潤一氏
㈲オードリーファーム
大門　貴幸氏
酒井　保幸氏
佐々木　信氏
酒井　保幸氏
㈱Diary Holsteins
酒井　保幸氏
齊藤　哲夫氏
笠原　穣二氏
㈲オードリーファーム
今井　明郎氏
今井　明郎氏
㈲オードリーファーム
齊藤　哲夫氏
㈲オードリーファーム
石橋　潤一氏
矢部　譲治氏
佐々木　信氏
石橋　潤一氏
齊藤　哲夫氏
石橋　潤一氏
大門　貴幸氏
丹羽　博文氏

上春別
西春別
西春別
根　室
根　室
別　海
西春別
別　海
上春別
別　海
別　海
別　海
別　海
別　海
別　海
西春別
西春別
別　海
別　海
別　海
根　室
根　室
上春別
根　室
別　海
根　室
西春別
別　海

90
90
90
90
89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所
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ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド

　
　
　

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

〜
料
金
所
を
ス
イ
ス
イ
、
ポ
イ
ン
ト
も
貯
ま
る
〜
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乳牛

初生
のみ

編　

集　

局　

か　

　

集　

局　

か　

ら

編　

集　

局　

か　

ら

平成29年4月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表） 

　

４
月
か
ら
新
年
度
を
迎
え
、
皆

様
の
中
に
も
お
子
様
が
進
学
・
就

職
等
で
地
元
を
旅
立
ち
、
し
ば
し

の
別
れ
を
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
寂

し
い
気
持
ち
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積

ん
で
立
派
な
姿
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
想
像
し
な
が
ら
、
再
び
会
え

る
日
を
楽
し
み
に
待
つ
の
も
悪
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
東
あ
さ
ひ
で
も
、
退
職
職
員

に
新
採
用
職
員
と
そ
れ
ぞ
れ
別
れ

と
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
退
職

さ
れ
た
職
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
ご
功
労
に
厚
く
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
新

採
用
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
新
天
地
で

戸
惑
い
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
組
合
員
皆
様
の
温
か
い
目
で

見
守
り
頂
き
ご
指
導
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

区　　分 2　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

288,491t

94.8%

59,890t

95.1%

26,357t

93.1%

6,875t

96.1%

4,523t

86.9%

11,411t

93.8%

3,548t

93.4%

3,470,391t

99.8%

720,197t

100.0%

320,568t

97.7%

81,725t

98.7%

54,490t

92.3%

140,211t

99.0%

44,141t

98.8%

4.03%

4.05%

4.09%

4.08%

4.09%

4.09%

4.03%

4.05%

4.11%

4.09%

4.09%

4.10%

4.14%

4.12%

8.81%

8.81%

8.77%

8.74%

8.76%

8.74%

8.75%

8.74%

8.80%

8.76%

8.76%

8.72%

8.76%

8.74%

6.25円

6.79円

6.25円

6.79円

6.25円

6.79円

6.25円

6.79円

6.25円

6.79円

6.25円

6.79円

6.25円

6.79円

36.48円

36.40円

37.02円

36.70円

36.97円

36.75円

36.49円

36.42円

37.20円

36.76円

37.03円

36.86円

37.44円

37.04円

50.48円

50.15円

50.23円

49.75円

50.20円

49.74円

50.12円

49.76円

50.40円

49.89円

50.17円

49.66円

50.17円

49.76円

3.74円

3.73円

3.77円

3.79円

3.75円

3.75円

3.71円

3.70円

3.79円

3.86円

3.76円

3.77円

3.71円

3.59円

96.95円

97.07円

97.27円

97.02円

97.17円

97.03円

96.58円

96.67円

97.64円

97.30円

97.21円

97.07円

97.57円

97.18円

2月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

退 職 職 員
平成29年3月31日
根室支所
生産課 畜産販売係
準職員  清水　真由美

ホクレン市場カレンダー

4　

月

根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

5
番

4
番

3
番

2
番12日  

5
番

4
番

3
番

2
番19日  

6
番

5
番

4
番

3
番26日  

8
番

6
番

5
番

4
番3日  

9
番

8
番

7
番

5
番10日  

1
番

9
番

8
番

7
番17日  

9
番

1
番

8
番

7
番18日  

2
番

1
番

9
番

8
番24日  

4
番

2
番

1
番

9
番31日  

8
番

9
番

7
番

6
番17日  乳牛

5　

月

【全体運】楽しいことに縁がありそう。お
　花見などの飲み会やイベントに誘われた
　ら、気軽にＯＫを。幹事役をするのも◎
【健康運】暴飲暴食に気を付けて。ほどほ
　どが賢明
【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ

【全体運】気持ちばかり大きくなってしま
　うかも。頼まれ事を安請け合いしないよ
　う、冷静に。鏡を磨くと開運効果あり
【健康運】安泰。スポーツを満喫するチャ
　ンスです
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】人気運が急上昇。性格の良い部
　分がアピールされ、常に話の輪の中心に。
　話題のスポットへ遊びに行くと刺激大
【健康運】寝不足気味な月。良質な睡眠を
　心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ

【全体運】リラックス気分で過ごせるはず。
　のんびり好きなことを堪能しましょう。
　新しい楽しみを開拓するのも好結果に
【健康運】口コミに注目を。耳寄り情報を
　入手可能
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

【全体運】プラス思考が幸運を引き寄せる
　兆し。何事も攻めの姿勢で行動を起こし
　て。クリエーティブな活動もお勧め
【健康運】張り切り過ぎ注意。運動前には
　準備運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ

【全体運】持久力がいまひとつ。何かを始
　めても中途半端になりやすいよう。新し
　いことに取り組むなら、正確な情報収集を
【健康運】スポーツに励むと上達がスムー
　ズなはず
【幸運を呼ぶ食べ物】ポンカン

【全体運】ささいなことで落ち込んだり、
　傷ついたりしやすく、勢いをキープでき
　ない期間。あれこれ考え過ぎない方が吉
【健康運】同じ姿勢を続けず、適度に体を
　ほぐして
【幸運を呼ぶ食べ物】しらす

【全体運】周囲のマイナス部分に目が行く
　暗示。口うるさくして、トラブルを招か
　ないよう、ご用心。見守る気持ちが大事
【健康運】無理なダイエットはＮＧ。自然
　体が一番
【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

【全体運】自分に自信が持てる時期です。積
　極的に自己アピールを。温めていたプラン
　を実行に移してみるのも良い結果に
【健康運】腰が重くなりそう。まめに動きま
　しょう
【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

【全体運】誰にでも優しく接することがで
　き、周囲の人から慕われます。面倒見の
　良さを発揮して。半身浴や足湯にツキ
【健康運】疲れをため込みやすい。気晴ら
　しが必要
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】好奇心が旺盛になる気配。興味
　を引かれることがあれば、前向きにトラ
　イして。趣味や習い事に励むのも正解
【健康運】不規則な生活になりがち。節制
　すること
【幸運を呼ぶ食べ物】もずく

【全体運】不注意になりやすい期間。慣れて
　いる作業でも確認を忘れずに。大自然に触
　れることでリフレッシュできます
【健康運】順調。ストレッチで血行促進を図
　って
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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